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諏訪地域  湿害対策手引書  

１  は じ め に  

諏訪農業農村支援センターでは、重点活動「諏訪ブランド農産物を支える担い手の育

成」(令和２～４年度)にて、新規就農者８名の課題解決を支援しました。 

この活動を通して確認できたことは、多くの新規就農者の苦労している課題が、「湿害

対策」であるということでした。そこで、新規就農者ほ場の調査を実施した上で、対策

技術の導入指導を行い、この活動のまとめとして本手引書を作成しました。 

 本手引書によって、新規就農者の皆様が野菜や花きの安定生産に向けた適切な湿害対

策を講じるための参考になれば幸いです。 

 

水田で園芸作物を栽培する上では、湿害対策が重要となりますが、対策技術を講じる

だけではカバーしきれない場合もあります。まずは、下記の注意点を参考に就農予定地

の市町村やＪＡ等とよく相談して、積極的に農地選びを行うことをお勧めします。 

 

農 地 の 利 活 用 の 注 意 点  

・農地を買ったり、借りたりするには、農地に関する法律に基づき、市町村農業委員会

の許可等が必要。 

・研修中の場合は受入農家や市町村、ＪＡ等の協力を得て早めに農地を探す。農地は就

農時に取得する。 

・ハウス等施設の設置や宿根性作物(アスパラガス)や花木、果樹を新植する場合は、地主

から返還を求められる場合も考え、慎重に検討する。 

・ほ場条件、周囲の環境を十分にチェックすること。 

※詳細は県が発行している就農準備資料「農活信州」をご確認ください。 
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２  湿 害 と は  

（ １ ） 湿 害 の 定 義  

土壌中の過剰水分に基づく土壌の空気不足に起因して、作物が生育障害を起こす現象。 

 現地では、ブロッコリーほ場でのうね間の滞水(写真１)、湿害によるレタスの生育不良

（写真２）、排水不良等によるブロッコリー根こぶ病の発生(写真３)、トルコギキョウの

生育不良(写真４)の発生等が見られている。 

 

  湿害や排水不良の例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１ ブロッコリーほ場うね間の滞水   写真２ レタスの生育不良(写真手前) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ ブロッコリー根こぶ病の発生     写真４ トルコギキョウの生育不良 

 

（ ２ ） 湿 害 対 策 の 目 的  

  ア 野菜や花き等の生育環境の改善 

  →特に水田転換畑で、野菜や花き等を栽培する場合に、排水不良による生育障害が 

発生しやすい。 

   近年、局地的な大雨等、集中豪雨が頻発し、湿害が発生しやすいため対応が必要。 

  イ 作業性の改善 

  →うね間等ほ場内滞水を防ぎ、管理作業機械の乗り入れ等の作業性を改善する。 
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３  水 田 と 畑 の 特 徴 、 水 田 転 換 畑 で の 排 水 不 良 の 原 因 つ い て  

（ １ ） 水 田 と 畑 の 違 い  

 水 田  

・畦畔で囲まれ、均平で、水口(水尻)が  
あり、水を溜める構造である(写真５)。 
 

 畑 地  

・畦畔は特になく、傾斜があるものもあり、
水はけがよい構造である(写真６)。 
 

 

写真５ 水田の例 

 

写真６ 畑の例 

 

透 水 性     小さい 

地下水位     高 い 

排 水 性     不 良 

 

 

透 水 性     大きい 

地下水位     低 い 

排 水 性      良 

 

 

（ ２ ） 水 田 転 換 畑 で の 排 水 不 良 の 原 因  

下の表に記載の原因によって、排水不良は発生する。下記の原因が複合しているほ場も見られる。 

表１ 水田転換畑の過湿原因   （農業技術体系土壌肥料４巻 野口 一部加筆) 

状 況 原 因 

押水 
傾斜地の水田地帯で上位ほ場からの地下浸透水が境界土手を 

通って下位のほ場に侵入。 

高地下水位 
地下水位が高いため過湿になるほ場で、干拓地や平坦な低湿地

に多い。 

湧水 
山間地域でみられ、湧水の位置、量が過湿の程度に影響する。 

ブル盤 
基盤整備事業の際のブルドーザ踏圧により形成した圧密層が 

不透水層となり過湿となる。 

土壌の難透水性 
強粘土の土壌地帯で、土壌そのものの難透水性が原因となり 

過湿となる。 
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４  湿 害 対 策 の 考 え 方  

（ １ ） 排 水 方 法 の 分 類  

排水方法は、「地表で水を排除する方法(＝地表排水)」と「地下に浸透させて地下水

として排除する方法(＝地下排水)」がある。重要なことは、どこに排水するかである。 

地表排水が排水の多くを占め、近年の長雨や局所的な降雨が降る環境条件では、  

速やかに水を排除することが特に重要である。 

地下では水の移動が非常に遅い。水田では、畑地に比較して透水性が小さいので、 

地下水として排除する方法は特に能率が悪い。下の図の事例では、地表排水が排水量

の 70％以上を担い、地下排水は 30％以下になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 地表と地下の排水量 

(出典：農研機構・中央農業総合研究センター北陸研究センター) 

 

（２）湿害対策（排水性改善）の手順 

まず、ほ場周辺からの漏水や湧水について対応し、その次に、地表排水としてできる

だけ多量の過剰な水を排除する。その後、地表で排除できない水を地下で排除する(図２)。 

実際では、ほ場周辺及びほ場内の観察や土壌断面調査(耕盤や礫の有無の確認等)を行

なうと良い。 

 
 

図２ 排水性改善の基本的な流れ 
 

※詳細は、「ほ場周辺やほ場内の状況確認項目  チェックシート」(P.8)を参照。  
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５  対 策 技 術 に つ い て  

（ １ ）地 表排水 技術  

ア  額 縁 明 渠
が く ぶ ち め い き ょ

 

・ 額 縁 明 渠 は 、 畦 畔 に 沿 っ て 掘 っ た  

排 水 溝 。 地 表 排 水 の 基 本 、 必 須 の  

技 術 で あ る （ 図 ３ ）。  

・ 管 理 機 や 溝 堀 機 等 を 使 用 し て 20～  

30 ㎝ の 深 さ で 、 確 実 に 落 水 口 (排 水   

口 )に つ な ぐ よ う 施 工 す る 。  

・ 大 区 画 ほ 場 や 粘 土 質 土 壌 で 排 水 条 件 が 悪 い ほ 場 で は 、 ほ 場 内 に も 溝 を 作 る と 、

効 果 的 に 排 水 が で き る 。  

※ ほ 場 の 表 面 水 を 少 し で も 早 く 除 去 し 、 次 の 作 業 （ う ね 立 て 等 ） を 円 滑 に す る  

た め 、額 縁 明 渠 は 前 作 が 終 わ っ た ら 極 力 す ぐ に 行 う こ と（ 乾 き ぐ せ を つ け る ）。 

よ く あ る 失 敗 例  

例 １  深 さ が 足 り な い （ 図 ４ ）  

 明 渠 は 耕 盤 よ り 深 く 掘 る の が 基 本 だ

が 、深 さ が 不 十 分 な ほ 場 も あ る 。排 水 が   

上 手 く い か ず 、明 渠 か ら ほ 場 内 に 水 が 浸

透 す る 恐 れ も あ る 。  

 一 般 的 な ロ ー タ リ ー 耕 の 場 合 、掘 削 の

精 度 を 考 え る と 20 ㎝ を 目 標 と す る 。 な

お 、 補 助
ほ じ ょ

暗 渠
あ ん き ょ

を 明 渠 に 接 続 す る 場 合 は 、

少 な く と も 30 ㎝ ほ ど 掘 削 す る 。  

 

例２ 溝に起伏があり、途中で水が溜まる（図５） 

 当 然 で あ る が 、水 は 高 い と こ ろ か ら 低

い と こ ろ に 流 れ る 。し た が っ て 、明 渠 は

一 番 低 い 排 水 口 に 向 か っ て ス ム ー ズ に

つ な が っ て い な い と い け な い 。  

 特 に 明 渠 は 角 の 部 分 が 浅 く な り や す

い こ と を 意 識 し な が ら 、丁 寧 な 作 業 を 心

が け る 。浅 く な る 場 合 は 、手 作 業 で 掘 り

起 こ す こ と も 必 要 で あ る 。  

 

例 ３  排 水 口 が 明 渠 よ り も 高 い （ 図 ６ ）  

 明 渠 と 排 水 口 を し っ か り と つ な げ る

こ と が 大 事 で あ る 。し か し 、こ の ２ つ の

間 に 溝 が 掘 ら れ て い な い と い っ た 場 合

も 見 ら れ る 。ま た 、水 稲 栽 培 用 に 設 置 さ

れ た 排 水 口 は 、 ほ 場 面 か ら 10～ 15 ㎝ の

深 さ し か な い 場 合 も あ る 。  

 水 が 溜 ま る ほ 場 で は 、排 水 口 を 明 渠 の

底 よ り 深 く 、 で き れ ば 30 ㎝ 以 上 深 く 掘  

り 直 す 必 要 が あ る 。  

○排水口が深い ✕排水口が浅い 

明渠の水がうまく排出 水は完全に抜けず、 
明渠の中に溜まる 

○明渠が深い ✕明渠が浅い 

表面の水と染み込んで耕盤で止まった 

水は、横方向へ流れ、明渠に流れ出る 

明渠が機能せず、水が溜まる 

耕盤 

排水口 

○明渠の深さが均一 ✕明渠の深さが不均一 

途中で浅い部分があると 
水はせき止められる 

深さが一定なら、 
水はスムーズに流れる 

図３ ほ場内の明渠施工例  提供（株）クボタ 

図４ 深さが足りない 

図５ 溝に起伏があり、途中で水が溜まる 

図６ 排水口が明渠よりも高い 
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イ  高 う ね  

・ 地 下 水 位 か ら の 距 離 を 確 保 し て 、 湿 害   

を 防 ぐ 技 術 （ 写 真 ７ ）。  

・ う ね 立 て る 作 業 は 、 ロ ー タ リ ー 成 型 機  

 や 管 理 機 を 使 用 す る 。  

 １ 条 植 え 18～ 20 ㎝ 程 度 。  

 ２ 条 植 え 20～ 30 ㎝ 程 度 。  

・ う ね 間 と 額 縁 明 渠 を 確 実 に 繋 い で 、   

う ね 間 の 湛 水 を 速 や か に 排 除 す る 。  

・ う ね が 長 い 場 合 は 途 中 で う ね を 切 り 、  

額 縁 明 渠 に 繋 ぐ よ う に 施 工 す る 。  

・ う ね と 排 水 溝 の 落 差 が 大 き い ほ ど 効 果  

的 で あ る 。  

 

【 平 高 う ね マ ル チ 栽 培 】  

・う ね を 25 ㎝ 程 度 の 平 高 に し 、マ ル チ を  

被 覆 す る （ 写 真 ８ ）。  

・ ブ ロ ッ コ リ ー 栽 培 で 試 験 的 に 導 入 し て  

い る 。  

ウ  ほ 場 均 平 、 ほ 場 傾 斜  

・ ほ 場 に く ぼ み が あ る と 、 過 湿 に な り や す い 。 野 菜 畑 で は 中 央 が や や 高 い カ マ   

ボ コ 形 や 片 方 に 傾 斜 を つ け て 、排 水 性 能 向 上 を 図 っ て い る 場 合 が あ る 。こ れ ら は

農 業 土 木 的 に ほ 場 整 備 の 段 階 で 計 画 的 に 実 施 し て い な い と 難 し い 。し か し 、簡 易

的 に は ト ラ ク タ 直 装 型 リ ア グ レ ー ダ が 用 い ら れ た 作 土 の 移 動 が な さ れ て お り 、

大 規 模 ほ 場 で は ト ラ ク タ け ん 引 式 レ ー ザ ー レ ベ ラ が 使 用 さ れ て い る 。 レ ー ザ ー

レ ベ ラ を 用 い る と 小 中 規 模 の ほ 場 区 画 を ま と め て 大 き く し 、 機 械 作 業 効 率 の 向

上 を 狙 う こ と も で き る 。  

 

エ  ビニールハウス内への雨水等の浸水防止 

・ 前 項 を 参 照 に ハ ウ ス 周 囲 に 明 渠 を 施 工 し た 上 で 、

ハ ウ ス 間 に マ ル チ や 防 草 シ ー ト な ど の 不 透 水 性

シ ー ト を 展 張 し 、 雨 水 の 浸 透 を 防 ぐ 。  

・ ハ ウ ス 内 の 周 辺 部 に 波 板 を 埋 め 込 む こ と に よ っ

て 、外 部 か ら の 雨 水 の 流 入 を 防 ぐ こ と も 有 効 な 対

策 手 段 で あ る 。  

・長 年 作 付 け を し て い る ハ ウ ス で は 、ト ラ ク タ に よ

り 土 壌 が 偏 り 高 低 が 生 じ 、窪 ん だ と こ ろ で 滞 水 し

湿 害 の 原 因 と な る こ と が あ る 。ト ラ ク タ の 逆 転 ロ

ー タ リ ー 等 に よ っ て ほ 場 が 均 平 に な る よ う 心 が

け る 。  

 

 

 

 

 

写真９ ハウス間の不透水性シート 

 

 

写真10 ハウス内へ波板の埋め込み 

写真７ 高うね（ブロッコリーほ場） 

写真８ 平高うねマルチ（ブロッコリーほ場） 
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（２）地 下排水 技術  

ア  耕 盤
こ う ば ん

破 砕
は さ い

 (補 助
ほ じ ょ

暗 渠
あ ん き ょ

) 

・ 長 年 ト ラ ク タ の ロ ー タ リ ー な ど で 耕 う ん を 続 け て い る と 、 作 土 直 下 に 非 常 に 緻

密 な 圧 密 層 (耕 盤 )が 形 成 さ れ る（ 図 ７ ）。 通 常 、作 物 の 根 は 土 壌 の 硬 さ が 緻 密 度

で 24 ㎜ を 超 え る と 根 の 伸 長 が 困 難 に な る と さ れ る 。 そ れ と と も に 透 水 が 低 下

(不 透 水 層 の 形 成 )し 、作 物 の 生 育 が 著 し く 不 良 に な る 。耕 盤 破 砕 は 、こ の 耕 盤 を

破 砕 す る 技 術 で あ り 、透 水 性 の 改 善 だ け で な く 根 域 の 確 保 に も つ な が る 。ま た 、

耕 盤 よ り 下 に あ る 心 土 層 ま で を 破 砕 す る こ と を 心 土 破 砕 と い う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 耕 盤 破 砕 で は サ ブ ソ イ ラ 、 深 耕 ロ ー タ リ ー 、 深 耕 プ ラ ウ 等 を 使 用 す る 。 サ ブ ソ

イ ラ は 本 来 、 本 暗 渠 施 工 済 み の 圃 場 に 使 用 す る の が 原 則 で あ る 。 し か し 、 額 縁

明 渠 の 底 か ら 施 工 す る と 、 暗 渠 が 十 分 機 能 し て い な い 場 合 で も 額 縁 明 渠 の 深 さ

ま で は 排 水 で き る こ と に な る と と も に 、 耕 盤 破 砕 の 意 味 も 大 き い 。  

・ サ ブ ソ イ ラ に は 、 ウ ィ ン グ や 弾 丸 と い っ た 追 加 装 備 が あ る 。 ウ ィ ン グ を 装 着 す

る と 心 土 破 砕 範 囲 を 広 げ る こ と が で き 、弾 丸 を 装 着 す る と 、簡 易 的 な 暗 渠 (補 助

暗 渠 )の 施 工 が で き る 。  

イ  深 耕  

・ 深 さ 20 ㎝ ～ 40 ㎝ 程 度 を 起 こ し て 、 作 土 の 拡 大 と 浸 透 性 の 向 上 を 図 る 技 術 。   

深 耕 プ ラ ウ や 深 耕 ロ ー タ リ ー 等 を 使 用 す る 。 な お 、 通 常 の ロ ー タ リ ー 耕 の 範 囲

は 、 深 さ 15 ㎝ 程 度 で あ る 。  

ウ  そ の 他  

農 業 土 木 的 な 取 組 （ 暗 渠 排 水 工 事 ）  
地 下 へ 暗 渠 排 水 管 を 設 置 し 、 地 下 透 水 を 改 善 す る 方 法 。  

隣 接 地 か ら の 水 の 侵 入 防 止 も 重 要  
雨 水 だ け で な く 、用 水 路 、隣 接 圃 場 、道

路 、 畦 畔 か ら の 流 れ 込 み や 排 水 路 水 位 の

上 昇（ 逆 流 の 有 無 ）を 観 察 す る こ と も 重 要

で あ る 。そ の 中 で は 、用 水 路 の 改 修 や 排 水

路 の 底 に 堆 積 し た 土 石 の 除 去 に は 地 域 と

連 携 す る 必 要 が 生 じ る 場 合 が あ る こ と に

留 意 す る 。  

ほ 場 周 囲 か ら の 水 の 侵 入 リ ス ク が あ る

場 合 は 、 不 耕 起 地 帯 (耕 起 し な い 地 帯 )を

設 置 す る （ 図 ８ ）。  

 

図７ 土壌断面の模式図 

耕耘された土壌上部で、柔らかく有機物が多く養分に富む土層 

一般に作土層に比べて緻密で養分が乏しい 

作土の直下に非常に緻密な圧密層 

図８ 不耕起地帯のイメージ 
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６  ほ場 周辺や ほ場内の 状況確 認項目  チェッ クシート  

作 付 け 予 定 ほ 場 で 調 べ て み ま し ょ う  

 

（１）ほ 場周辺 の確認項 目  

➀作付予定ほ場の湛水田 
との隣接状況 

隣接していない   隣接している 
 

②用水からの漏水状況 漏水はない     漏水している 
 

③道路からの雨水の流入の 
可能性 

流入はない     流入の可能性あり 
 

 その他確認項目 

・ ほ 場 立 地 条 件 の 把 握  

低湿地・谷部の場合は、耕盤破砕で湧水発生のリスクあり。 

 ・ 農 地 の 地 目 は 、 畑 か ？ 水 田 か ？  

畑と水田で基盤整備の方法が異なり、地下に石礫が多いことがある。 

 ・ 前 作 の 生 育 状 況 の 様 子  

  生育不良個所の有無を確認（生育不良がある場合は土壌断面調査を検討）。 

（２）ほ場内の確認項目 
調査項目 

（□を調査、記入） 
対策 施工方法 

（選択） 

➀田面から排水口底面までの落差       ㎝ 

 

 

 

②田面から排水路の水面までの落差      ㎝ 

 

 

 

 

 

③礫層の田面からの出現位置             ㎝ 

（土壌断面調査・検土杖等で確認） 

 

 

 

 

 

④本暗渠の敷設（あり、なし） 

  

※具体的な施工方法は次のページに掲載。C～Ｅの場合でも、高うねの導入を検討する。 

不耕起
地帯を
作る 

(畦畔を割って) 
深い排水口を施工 

徹底した地表排水 
額縁明渠・高うね 

額縁明渠 
+サブソイラ 

(斜めがけ・礫層まで) 

額縁明渠 
+サブソイラ 

(斜めがけ) 

額縁明渠 
+(排水桝) 
+サブソイラ 

営農排水困難 
ほ場の変更 

30 ㎝以上あるか 

はい いいえ 

畦畔を割って排水口を 

作れるか 

いいえ 40 ㎝以上あるか 

はい いいえ はい 

０～40 ㎝の間 

40 ㎝以下またはない 

あり 

なし 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｄ 



９ 

 

施工方法 平 面 図  側 面 図  

Ａ  

  

Ｂ  

  

Ｃ  

  

Ｄ  

  

Ｅ  
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７  参 考 情 報  

（ １ ） 土 壌 断 面 調 査 に つ い て  

目的及び調査方法 

地下の土壌状態（耕盤や礫の有無、地下水位など）を把握するために行う。石礫の多い圃場

では使用できない地下排水用作業機があるため、排水不良の原因を探る必要がある。 

  ほ場中央部の平均的なところに 50～60 ㎝の穴を掘って簡単な断面調査を行う。 

 【調査手順】 
① 穴を掘る  （横 100 ㎝程度、縦 50～60 ㎝） 階段状に穴を掘ると作業がしやすい 

② 断面を整える 

③ 作土層と作土下の層(幅)を確認(記録)する 

④ 土色・土性・硬度(緻密度)・礫の有無や量等を確認(記録)する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 土 壌 断 面 調 査 で 用 い る 項 目 例  

➀土色と腐植含量 

色 腐植含量 

黒味がない 1％以下 

少し黒味がある 数％程度 

かなり黒味がある 5％程度 

黒に近い褐色 10％程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お も な 確 認 ポ イ ン ト  
□作土の厚さは？ … 一般的には 15～20 ㎝ 

□土壌硬度は？ 

  親指が容易に押し込める深さは何㎝までか？ 

□礫の有無、量は？ 

□湧水の有無は？（降雨直後に見る） 

□地下水位の位置は？ 

  断面が青灰色になっていないか確認する。 

・「土壌硬度が高い」 
 → 堆肥・有機物投入(土壌団粒化の促進)を検討。 

土壌硬度の改善 
・「耕盤が発達している」 

 → 耕盤破砕の検討。土壌の透水性・通気性の改善 
（礫や湧水の発生があれば別途検討必要） 

・「作土層が浅い」 
 → 深耕の検討。土層の深さ改善。 

調査の結果・・・ 

③土性の種類と粘土含量 

土性 粘土含量 指先の触感など 

砂土(S) 12.5%以下 
ざらざらとほとんど砂だけの感じで、ねばり気を全く感じない。 
かたまりや棒状にならない。 

砂壌土(SL) 12.5～25.0％ 
大部分砂の感じ(全体の1/3～2/3)でわずかに粘土を感じる。 
まるまるが、棒状にはできない。 

壌土(L) 25.0～37.5％ 砂と粘土が同じくらいに感じられる。鉛筆くらいの太さにできる。 

埴壌土(CL) 37.5～50.0％ 
わずかに砂を感じるが、大部分粘土でかなりねばる。 
マッチ棒くらいの太さにできる。 

埴土(C) 50.0％以上 
ほとんど砂を感じないでヌルヌルした粘土の感じが強い。 
コヨリのように細くできる。 

 ※透水性…砂土：極めて良、砂壌土：極めて良～良、壌土：良、埴壌土：普通、埴土：不良 

②土壌の硬さの区分 

硬さの区分 親指で押したときのへこみの程度 
土壌硬度計の読み 

(㎜) 

軟らかい(疎) 指がたやすく土層内へ入る ～18 

普通(中) はっきりと指のあとが容易にできる 19～24 

硬い(密) 指のあとがわずかにしか残らない 25～28 

ごく硬い(極密) 指のあとが残らない 29～ 

 ※一般の作物の根が十分に伸長できる緻密度は 20 ㎜以下。 

 

図９ 実際の土壌断面の様子 

作土  

耕盤  

心土  
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（ ３ ） 主 な 排 水 改 善 機 器 の 紹 介  

ア 地表排水対策 

管理機（簡易な方法） 
 管理作業全般で使用できる機械。溝堀り、うね立て、培土作業等で使用する。 

溝堀機 
 額縁明渠等の排水溝を施工する機械。トラクタへ取り付けて使用する。 
 プラウ型、ロータリ型、オーガ型がある。 

うね立て機 
 高うねを形成する際に使用する機械。 
 トラクタへ取り付けるタイプと自走タイプがある（写真 11）。 

 

グレーダー 
 均平機の一種で、圃場の均平、表土の削り取り等に使用される乗用トラクター用作業機である。 

トラクターの後方に装着するものをリアグレーダーと言い、前方に装着するフロントグレーダ
ーと区別して用いる。 

イ 地下排水対策 

サブソイラ 
作土層下の硬盤を破砕するための作業機。下層土が表層に上がらない。 

 ナイフをけん引して、耕盤などの緻密な層を線状に破壊して多くの亀裂を 
作り、排水性や通気性を改善する。サブソイラに弾丸をつけて、耕盤破砕と 
弾丸暗渠の施工を同時に行うのが一般的（写真 12）。 
プラソイラ 

耕盤破砕と同時に部分的に下層土を表層に持ちあげる効果がある。 
標準耕深 30～60 ㎝。 

カットブレーカー 
・土壌タイプを選ばずサブソイラ等従来の心土破砕機よりも広く深く破砕 

できる（写真 13）。 
・下端幅 10cm、上端幅最大 80cm となる V 字状に破砕した 1～3 連の溝を 

構築する。 
【注意点】 

・石礫が５％以上含まれるほ場では効果が低く、５％未満ではあるが直径
30㎝を 超える巨礫が含まれるほ場、埋木があるほ場では使用できない。 

・破砕強度が強いため、少なくとも３年以内に復田するほ場への施工は望
ましくないとされる。 

深耕プラウ 
・標準プラウより深く耕ことが可能なプラウ。 
・プラウは、下層の土を表面に出し、表面の土、草、わらを埋没させる反転効果と、土を砕いて生育

に適した大きさにする破砕効果がある。 
・反転効果によって表面の雑草や過剰養分、病原菌などは下層に埋没し、下層土が表層に現れる。 
・破砕効果によって土層は適度な粗さになり、空気を含みやすく、排水も向上する。 
・一般的に、標準ロータリーよりも深く耕起できる。 

深耕ロータリー 
標準ロータリーと異なり、深耕することが可能なロータリー。耕耘ではなく硬盤を崩すだけなので、

表土の耕耘は標準ロータリーでの作業が必要。 

エンジンオーガ 
・栽培期間中や、大型機械が入れない施設においても利用可能な技術（写真 14）。 
・通路部分にエンジンオーガで 60 ㎝深程度の穴を開けて耕盤を破砕し、もみ殻 

などを充填し、埋没を防ぐ。穿孔は１～２ｍおきに行う。 
・礫が多いほ場では施工が難しいほか、オーガの操作には力がいるため注意が 

必要。 

写真 11 うね立て機（左） 

写真 12 サブソイラ 

写真13 カットブレーカー 

写真14 エンジンオーガ 
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サ ブ ソ イ ラ 等 で 耕 盤 破 砕 を 行 う 場 合 の 注 意 点  
・速 度 が 速 す ぎ る と 、爪 部 が 耕 盤 層 よ り 下 に 届 か ず 、耕 盤 層 の 上 を 浅 く 通 っ て し

ま い 効 果 が 不 十 分 に な る 恐 れ が あ る 。  

   → 十 分 な 耕 盤 ・ 心 土 破 砕 の た め に は 、 ２ ｋ ｍ ／ ｈ ｒ 程 度 で 走 行 。  

・ 礫 が 多 い 圃 場 (特 に 耕 盤 層 ～ 心 土 層 に )で は 、 サ ブ ソ イ ラ 等 の 使 用 に 注 意 。  

爪 を 傷 め る 恐 れ が あ る 。  

・ 傾 斜 地 や 谷 部 の 圃 場 で は 耕 盤 ・ 心 土 破 砕 を す る こ と に よ り 湧 水 が 多 く な り 、   

悪 化 さ せ て し ま う 場 合 が あ る の で 注 意 す る 。  

   → 地 表 排 水 の 改 善 を 優 先 す る 。 高 畝 の 効 果 も 高 い 。  

 

 

８  新 規 就 農 者 の 湿 害 対 策 の 取 り 組 み  

野 菜 の 事 例  

事例１ ブロッコリー「押水・地下水による湿害対策、明渠と平高うねマルチの活用」  
富士見町Ｋ氏  

 
事例２ ブロッコリー「隣接する水田・水路からの流入水対策、 

流末の確保・排水勾配を考えた明渠設置」 
原村  Ｍ氏  

 
事例３ パセリ「押水による湿害の対策、明渠の設置」 

茅野市 Ｋ氏  
 

事例４ ブロッコリー「押水による湿害対策、明渠および平高うねマルチ栽培の導入」 

茅野市 Ｆ氏  
 

花 き の 事 例  

事例１ トルコギキョウ「押水及びハウス間からの浸水対策、 
額縁明渠、ハウス間ビニールの設置」 

茅野市 Ｓ氏  
 

事例２ キク「押水による湿害の対策、額縁明渠の設置」 
 
事例３ キク「土壌流亡の対策、明渠・水道の設置」 

茅野市 Ｓ氏  
 

事例４ トルコギキョウ「ハウス間からの浸水対策および耕盤破砕による根域確保、 
ハウス間明きょ設置・サブソイラ施工・高畝栽培」 

原村  Ｉ氏  
 

事例５ キク「押水および地下排水不良による湿害対策、額縁明渠・サブソイラ」 
富士見町Ｙ氏  

 
 
 


